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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

トールフェスク（以下、ＴＦとする）は放射性セシウム低吸収草種であり、環境適応性が高

く夏季の高温に強い利点がある。しかし、他の草種に比べて牛の嗜好性が劣るとされており、

県内での利用は少ない。そこで、搾乳牛において採食試験を実施したところ、県内で広く活用

されているオーチャードグラス（以下、ＯＧとする）と比べて採食速度及び採食量に差はな

く、搾乳牛の飼料として利用可能であることを確認した。 

                                                                                                                           

（１） TF と OG の採食速度及び採食量に差はなかった（図１）。 

（２） TF と OG の給与期間中の 1 日当たり乳量に差はなかった（図２）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 営農再開地域において TF が基幹草種として普及することにより、安全性の高い自給飼料の

生産及び利用の拡大が期待できる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 本試験では出穂期に収穫した TF を使用して試験を行ったが、栄養価の面で穂ばらみ期～出

穂始の収穫が適している。なお、利用 1 年目では、TF の定着を優先するため出穂始以降で

の刈取りを行う。 

（２） 黒毛和種繁殖雌牛においても、TF は OG と同様に採食することが報告されている。 

（３） TF は初期生育が緩慢であり、播種当年～利用 1 年目は雑草との競合に負けることがあるた

め、TF 草地を造成する場合は雑草発生状況を考慮し、除草剤の 2 回（前植生処理時と牧草

播種時）散布を検討する。  



 

表１ 給与飼料の概要  

給与飼料 収穫時期 TDN 推定値(％) CP(％) ADF(％) 137Cs 濃度(Bq/kg) 

TF  出穂期 (5月12日) 63.4 12.8 31.5 2.8 

OG  出穂期 (5月17日) 59.4 11.6 36.8 3.5 

注）TF の品種は「ウシブエ」、OG の品種は「アキミドリⅡ」を使用した。TDN 推定値、CP、ADF は乾物中％。 

137Cs 濃度は水分 80％補正値。 
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Ⅲ その他 

１ 執筆者 

木村有希 

２ 実施期間 

令和 3～4 年度 
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図２ 試験期間中の 1 日当たり乳量（エラーバーは標準偏差を示す） 

図１ TF と OG の採食速度及び採食量（エラーバーは標準偏差を示す） 
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t 検定 p>0.05, N.S. 

t 検定 p>0.05, N.S. 


